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1.ポ ワ ロ ー と 「キ リ ス ト教 的 驚 異 」

フラ ンス 中世 文 学 に は,キ リス ト教 の神 や天 使 ・聖 人 ・予 言者 な どが登 場

して 超 自然 的 役 割 を 演ず る作 品 が 多 い。 また 聖 書 や 旧約 の神 話 や伝 説 ・伝 承

を 題 材 と した 作 品 も多 い。 そ の よ うな作 品 の性 格 は,文 学 批 評 の領域 で は,

「キ リス ト教 的 驚 異 」(Iemerveilleuxchr6tien)と 呼 び慣 らわ され てい る。

この 小論 で 扱 う 『ロラン の歌 』(laChansonaeRolana)も,そ うした 「キ リ

ス ト教 的驚 異 」 の性 格 を も った 作 品 で あ る。

これ に 対 し,異 教 の神 々,就 中,古 代(ギ リシ ャ ・ローマ)の 神 話 や伝

説 に 現 われ る神 々が 登 場す る文 学 作 品 は,同 じ く文 学 批 評 の領域 で,「 異教

的 驚 異 」(lemerveilleuxpaien)ま た は 「東方 的 驚 異 」(lemervei】leuxd'

Orient)と い う語 に よ って 性 格 づ け られ てい る。 「異 教 的驚 異 」 に イ ス ラム

教 を も 含 め て 考 えれ ば,rロ ラ ンの歌 』 に は 「異 教 的 驚 異」 の性 格 も認 め ら

れ る よ うに思 われ る。

「キ リス ト教 的 驚 異 」 が 文学 批 評 の領 域 で は じめ て問 題 とな った の は,17

世 紀 の後 半 に,古 代 ギ リシ ャ ・ロー マの 文学 の模 倣 と 関 連 して,キ リス ト

教 の神 話 ・伝 説 を 作 品 の 中 に と りいれ る こ との 可 否 が 論ぜ られ てか らで あ

る。 この とき,古 典 派 詩 人 ポ ワ ロー(Boileau)は そ の 『詩学 』(ArtPo6tigue・
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1674)第3歌 で,キ リス ト教 的 題 材 を 扱 った 救 事 詩 人 を攻 撃 し,次 の よ うに

述 べ て い る。

「で あ るか ら,勘 違 いを した わ が 国 の叙 事 詩 人 らが,以 上 の よ うな昔 か ら

広 く慣 用 され て い る装 飾 をそ の詩 に 用 い よ うとせず に,昔 の詩 人 が 頭 の 中で

こ し らえ 出 した に過 ぎな い上 述 の神 々 と同 じよ うに キ リス ト教 の神 や聖 者 や

予 言者 を 活 躍 させ よ うと した り,1歩 ご とに 読 者 を地 獄 に導 き入 れ て,ア ス

タ ロ ト,ベ ル ゼ ブ ユ ト,ル ユシ フ ェル とい うよ うな 奇妙 な人 物 ば か り出 して

くるのは,実 に無 益 な骨 折 りで あ る。 キ リス ト教 の恐 ろ しい奥 義 に は とて も

愉 快 な 装飾 な どあ るはず が な い 。福 音 書 が人 に 説 く と ころ は いつ も苦 行 をせ

よ とか 責 苦 を な め よ とか い う こ とば か りであ る。 な お また仮 作 の物 語 を キ リ

ス ト教 の 神 話 と混 清 す る とい うよ うな罪 深 い ことを す るな らば,キ リス ト教

史 上 の 事 実 を さえ虚 構 の よ うに 見せ る結 果 とな るだ ろ う。 また 叙 事 詩 の 中 で

悪 魔 が 主 人 公 の 名声 を 落 そ うと し,更 に往 々に して神 と勝 利 をあ らそ お うと

して,絶 えず 天 に 向 って怒 号 す るの を描 いた り して い るの は,実 に ひ どい も
くの

の を 人 に 見 せ よ う と して い る わ け で は な い か 。」

ポ ワ ロ ー の 攻 撃 の 鋒 先 が,直 接 に は 三 流 詩 人 デ マ レ ・ ド ・サ ン ソル ラ ン

(DesmaretsdeSaint-Sorlin)に 向 け られ て い る こ とは,ポ ワ ロ ー 自身 の 註

に よ っ て 明 らか で あ る。 デ マ レ ・ ド ・サ ン ソル ラ ン は,か ね て か ら 『ク ロ ヴ

ィス 』(Clovis・1657)そ の 他 の叙 事 詩 の 序 文 で,キ リス ト教 徒 は キ リス ト教

を 文 学 作 品 に と りい れ る べ き で,い た ず らに 古 人 の 模 倣 を す べ きで な い こ

と,キ リス ト教 の 神 話 や 伝 説 す な わ ち 「キ リス ト教 的 驚 異 」 こそ が 叙 事 詩 に

屈 寛 の 題 材 を 提 供 す る も の で あ る こ と を 主 張 して い た 。 これ に 対 し,ポ ワ ロ

ーは ,叙 事 詩 の 題 材 は 古 代(ギ リシ ャ ・ ロ ー マ)の 神 話 や 伝 説 す な わ ち 「異

教 的 驚 異 」 か ら 取 る べ き こ とを 主 張 した わ け で あ る。 こ の 論 争 は,17世 紀

末 に な っ て,ポ ワ ロt-・・一一に よ っ て 代 表 さ れ る古 代 派 とペ ロ(Perrault)に よ っ

(1)BOILEAU,ArtPo6tigue,III,v・193-208・ 日本語訳は,丸 山和馬訳註 『詩 学』

(岩 波文庫,昭 和9年)に よる。
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て代 表 され る 近 代 派(中 世 キ リス ト教 芸 術 の 支 持 派)と の論 争,い わゆ る

「新 旧論争 」(Querelledesanciensetdesmodernes)に 発 展 し,19世 紀 に

は シ ャ トブ リア ン(Chateaubriand)に よ って,『 キ リス ト教 精 髄 』(GJnie伽

6加翻 卿5勉 θ・1802Mこ お いて再 び と りあ げ られ,中 世 芸 術 の信 奉者 た ち と古

典 的 伝 統 の厳 格 な信 奉 者 た ち との 間 で長 い間,議 論 が 戦 わ され た 。

と ころで,私 が上 に ポ ワ ロ ーの 『詩学 』第3歌 の1節 を 引 い た の は 「新 旧

論 争 」 的 見地 か らで は な い。 ポ ワ ローが一 矢 を 報 い よ うと した の は直 接 には

デ マ レ ・ ド ・サ ン ソル ランだ った と して も,こ の攻 撃 は 客 観 的 に は,フ ラン

ス 中世 の英 雄叙 事 文学 を もそ の 射 程 に お さめ て い る。 とす れば,フ ラン ス中

世 英 雄 叙 事 詩 の 代表 作 で あ り,キ リス ト教 の理 想 を語 った 武勲 詩 『ロランの

歌 』 は,ポ ワ ローに とっ て酷 評 の対 象 で しか なか った で あ ろ う。 従 っ て 『ロ

ラン の歌 』 を ポ ワ ローの所 説 との 関 連 に お い て 考 察 して見 る ことは,『 ロラ

ン の歌 』 に おけ る 「キ リス ト教 的驚 異 」 の役 割 を 定 め るた め に も,ポ ワ ロー

の所 説 を検 討 す るた め に も意 義 あ る こ とで あ る。 第1,「 キ リス ト教 的 驚 異 」

の 役割 を,個 々の作 品 を 離 れ て一 般 論 ・抽 象 論 と して論 ず る こ とは,文 学 研

究 に おい て は い さ さか 場 違 いで あ ろ う。 個 々の具 体 的 作 品 につ い て 「キ リス

ト教 的 驚異 」 の役 割 を解 明 した上 で こそ,は じめ て 「キ リス ト教 的驚 異 」 の

意 義 を論 ず る こ とが 可 能 とな る ので あ る。

さて,以 上 の よ うな 動 機 か ら 『ロラン の歌 』 を と りあげ るわ け で あ るが,

は じめ に 引 用 した ポ ワ ロ ーの1文 か らは,二 つ の 問題 が 解 決 す べ き問 題 と し

て 出 て くる。 一 つ は,「 キ リス ト教 的 驚 異 」 に叙 事 詩 の題 材 を 求 め る ことは

無益 な骨 折 りか ど うか,も う一 つ は,キ リス ト教 の真 理 が叙 事 詩 の 題 材 とな

る と き,そ れ ら真 理 は必 然 的 に虚 構 また は寓 話 とな らざ るを得 な い の か,と

い う問 題で あ る。 これ は,と りも直 さず,『 ロラ ソの歌 』 に おけ る 「キ リス

ト教 的 驚 異 」 の役 割 の解 明 の 問題 で あ り,ま た,こ の よ うな探 究 は 同時 に,

rロ ラン の歌 』 を通 して,同 時 代 の精 神構 造 を 明 らか にす るの に 役 立 つ で あ

ろ う。
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2.「 キ リス ト教 的 驚 異 」 の描 写

硯 学 ギ ュス ター ヴ ・ラン ソン(GustaveLanson)は,『 ロラ ンの歌 』 の 詩

情 につ い て次 の よ うに述 べ て い る。

「一 体,叙 述 が詩 人 の唯 一 の 関心 事 とな っ てい る と思 われ る事 実 は何 で あ

ろ うか?そ れ はす べ て人 間 的 範疇 に属 す る もの で あ る。 確 か に神 性 に対 す

る感 情 が登 場 人物 の心 を 満 た し,か れ らは,し ば しば,そ の方 を振 り向 く。

しか し 神 や 天 使 た ち は,ほ とん ど 介 入 して 来 な い(た だ し,v・2390-6,

2452-59,3610,3993-98)。 わ が 詩人 は まさ し く フ ランス人 で あ り,そ の 意

味 で 本 能 的 に古 典 主 義 的 で あ って,人 間 に しか 興 味 を 抱 か な い。 詩 人に,そ
くの

の もっ と も崇高 な 霊 感 を 提 供 して い る のは 人 間で あ る」 と。

この引 用 か らも 明 らか な よ うに ラン ソン は,『 ロラ ソの歌 』 に おけ る 「キ

リス ト教 的驚 異 」 を重 視 せ ず,r歌 』 に 古典 主 義 的解 釈 を 与 え てい る。 ラン

ソンは純 粋 に厳 格 な 古典 的批 評 眼 の持 主 で あ る。 彼 は登 場 人 物 の 人 間的 心 理

と人 間 的行 為 を見 る。 確iかにr歌 』 の詩 人 が歌 うの は,地 上 の人 間 とそ の人

間 的 行 為で あ る。 古 代 ギ リシ ャ ・ローマ の叙 事詩 に登 場 した 神 々は 人 間 の仲

間 で あ った 。 す な わち 「ギ リシ ャ人 に あ って は,天 は オ リン ボ スの 頂 きに終
くの

って い た。 ギ リシ ャ人 の神 々は 大地 の蒸 気 よ りも高 くは のぼ らな か った 」 の

で あ る。 キ リス ト教 的聖 性 の世 界 を 文学 とい う本 質 的 に人 間 的 手段 に よっ て

描 くこ とは不 可 能 で あ る とい う意 味 で ラン ソンの解 釈 は十 分 首肯 で き る。

しか し,登 場 人物,就 中,勇 者 ロラ ンを 動か す 意 志 は何 で あ ろ うか?ダ

ニエ ル ・モ ル ネ(DanielMornet)は い う。

「人 間 的 思 考 は人 間 の生 命 を越 え る もので は な い。 しか し,そ の生 命 は 英

雄 的 義 務 に 見 事 に 服従 す る。 己 が神 の た め に,異 教徒 に対 して 戦 わ ねば な ら

〈2)LANSoN(G.)etTuFFRAU(P・),Manuelillorstrid'HistoiredelaLitt4rature

franCaise,1953,ClassiquesHachette,PP・14-15・ 日 本 語 訳 は,ラ ソ ソ ン ・テ ユ

フ ロ 共 著,有 永 弘 人 ・新 庄 嘉 章 ・鈴 木 力 衛 ・村 上 菊 一 郎 共 訳 『フ ラ ン ス 文 学 史

1』(中 央 公 論 社,昭 和31年)に よ る 。

(3)CHATEAUBRIAND,(le'nie4uChristianisme,II,iv,viii.
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な い。 危 険 を 全 然 無 視 して 戦 わね ば な らな い 。 神 のた め と そ の名 誉 の た め

に,雄 々 しくあ らね ば な らな い。 す な わ ち,危 険 が 迫 って いれ ば い る ほ ど,

そ れ だけ 一 層 喜 ん で危 険 に立 ち 向わ ね ば な らな い。 され ば こそ,ロ ソ ス ヴ ォ

ーで 包 囲 され た ロラ ンは ,四 面 楚 歌 の状 態 に あ っ て,シ ャル ル マ ー ニ ュを 呼

ぶ た め に 己 が 角 笛 を 吹 き鳴 らさな いで あ ろ う。 勇者 は しば しば 乱 暴 者 とな

り,狂 乱 者 とな ろ う。 しか し,彼 はい つ の 日か 神 の前 で 卑 下 す るで あ ろ う。

そ して,彼 の悔 俊 の 激 しさは,彼 の大 罪 の残 忍 さを 凌 駕 す るで あ ろ う。 か く

して武 勲 詩 を 貫 い て一 つ の気 高 い意志,雄 壮 な 力が 流 れ てい る。 そ して,最

上 の武 勲 詩 に おい て は,こ とに 『ロラ ソの歌 』に お い て は,そ の 力 は 自 らを
くの

表 現 す るた め に,そ れ にふ さわ しい悲 壮 さを見 出す 。」

rロ ラン の歌 』 に お い て 人 間 を動 か してい る意 志 は,宗 教 的 使 命 と愛 国心

よ り生ず る英 雄 的i義務感 で あ る。 『歌 』 の背 景 は そ の た め に設 定 され て い る。

す な わ ち,(1)キ リス ト教 と異 教,(2)う ま し国 フ ラソス(ladouceFrance)

と異 民 族 の 国。 この二 重 の対 立を 背 景 に舞 台 は繰 り拡 げ られ るので あ る。

さて,そ れ で は この よ うな 背景 を もった舞 台 に お い て 「キ リス ト教 的 驚 異 」

は どの よ うな役 割 を果 して い る ので あ ろ うか?そ れ を 探 るに はr歌 』 に お

け る 「キ リス ト教 的 驚異 」 の 描写 を見 て おか なけ れ ば な らない 。
くの

まず,ラ ン ソソが 指 摘 す る箇 所 の検 証 か ら始 め よ う。

そ の 手 よ り聖 者 ガ ブ リエ ル これ を 受 取 る。

(4)MORNET(D.),P7顔84elitteraturefrangaise,P.13。

(5)テ キ ス トは,LαChansondeRolanalpubh6ed'aprさslemanuscritd'Oxford

ettraduiteparJosephBEDIER・Paris,Piazza,1955・ を用 い た 。 た だ し,本

稿 で は 作 品 か らの 引 用 は す べ て,有 永 弘 人 訳 『ロ ラ ンの 歌 』(岩 波 文 庫,昭 和40

年)に 拠 って,日 本 語 訳 のみ を 掲 げ る こ とに した 。 フ ラ ンス 語 学 フ ラ ソス文 学 の

専 攻 者 に と ってす ら難 解 な古 代 フ ラ ソス語 の原 文 を,そ の ま ま本 稿 に使 用 す る こ

とは,拙 論 の読 者 に ご迷 惑 をか け るば か りで な く,読 者 を失 う恐 れ す ら多分 に あ

る か らで あ る。 な お,岩 波 文 庫 版 『ロ ラ ンの 歌 』 を 選 ん だ の は,他 の訳 に較 べ て

訳 語 が も っ と も正 確 で あ る こ と,原 典 の各 行 と訳 の 各 行 が す べ て 対 応 さ せ て あ る

こ とな どの理 由 に よ っ て,原 典 に も っ と も近 い 姿 で 日本 語 に移 され て い るか らで

あ る。
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ロラソ,腕 の上 に頭 を垂れ,

両手合 わせ て,臨 終へ と赴 きた り。

神 は遣 わ しぬ,そ の天使 ケル ビムと,

難 所の聖者 ミッシェルを。

彼 等 と共に聖 者 ガブ リエ ル も来 り,

相 共に伯の霊 を天国に運ぶ。(v・2390-2396)

異教徒 サ ラセソ人に対 す る聖 戦の野に倒れた伯の霊 が天 国に迎 え られ るの

は当代 のキ リス ト教的世界観か らすれば 当然 の ことであ る。 死 して天 国に迎

え られ る ことは フラソス軍将兵の信仰で あ り,心 の支 えであ った。大司教 チ

ュルパ ンはすで に繰 り返 しフランス軍将兵にその ことを説 いてい る。

「諸公死なば,聖 な る殉 教者 の列に加え られ,

い と高 き天国 に座 を与え られ ん。」(v・1134-1135)

「ただ一つ,わ れ この ことを確 かに請 合わ ん,

聖 な る天国は諸 公にゆだね られ てあ り。

聖 き核児 らの許 に,諸 公は坐す こととな らん。」(v・1478-1480)

聖 ガ ブ リエ ルは神 の通 常 の使 者 で あ り,聖 ミッシ ェルは 戦 い に お い て信 者

を守 り,ま た霊 魂 を 天 国 に 運 ぶ役 目を す る大 天 使 で あ るか ら,そ れ ぞ れ そ の

登場 の理 由 は 充 分 あ る。 ケ ル ビムはr創 世 記 』 第3章 第24節 に よれ ば 「神

は 人 を 追 い 出 し,エ デ ン の園 の 東 に,ケ ル ビ ム と 回 る炎 の つ る ぎ とを 置 い

て,命 の 木 の 道 を守 らせ られ た。」 とあ る。 通常,聖 ガ ブ リエ ル と聖 ミッシ

ェルの 従者 は 聖 ラ フ ァエ ルで あ るか ら,こ こに ケル ビ ムが 登 場 す るの は 従

来不 可解 とされ てい る。 しか し,ケ ル ビ ムは 中 世 紀 よ り 『テ ・デ ウム』(Te

Deum)に 登 場 し,セ ラ フ ィム と共 に神 を讃 えて い るか ら,『 ロラ ンの歌 』 に

ケ ル ビ ムが 登 場す るの も,神 の讃 美 のた め と考 えれ ば 奇 異 で は な い。 な お,

上 の大 司 教 チ ュル パ ン の ことば の 中 の 「聖 き核 児 」 は マテ オ聖 福 音 書 第2章

16に 見 え る。

見 よそ こに,彼 と語 るを常 とす る天使一人 あ り,
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時を移 さず,帝 に命 令を下 して,い う,

「シ ャルル よ,馬 を進め よ,明 るみ汝に 欠 くる ことなけれ ば。

汝,フ ラソスの精 華を失 なえ り。神,そ れ を知 り給 う。

汝,罪 犯せ る輩 に,仇 を報 い るを得 ん。」

この言葉 聞 きて,帝 は馬 に乗 りた り。AOI・

シャル ルマー ニュのため,神 はいみ じき奇 蹟 を行 ない給 う。

太陽は止 ま り,そ の場 にたたずみ て動か ざれば 。(v・2452-2459)

これ は角 笛 を 聞 いた シ ャル ル マ ー ニ ュが,遁 走 す る異 教徒 に 追 撃 を か け る

場面 で あ る。 これ と同 じ奇 蹟 は 『ヨシ ア記 』 第10章 に 見 え る。 アモ リ人 の

5人 の 王 の大 軍 を前 に,ヨ シ アは イス ラエ ル を守 るた め,神 に 祈 った 。 「日

よギ ベ オ ンの上 に と どまれ,月 よア ヤ ロンの谷 に やす らえ」 と。す る と太 陽

は天 の中 空 に と ど ま り,急 い で没 しな か った こ と一・日で あ った。r歌 』 の詩

人 は 明 らか に 『ヨシ ア記 』 を想 起 した ので あ る。

聖 者 ガ ブ リエ ル再 び 彼 の 許 へ 戻 り来 り,(v.3610)

これ は,ア ラビ ヤ軍 の総 督 バ リガ ン と シ ャル ル大 帝 一 騎 打 の場 面 で あ る

が,バ リガ ンの怪 力 の前 に シ ャル ル大 帝 は 危 い 。 そ こに再 び現 われ た 聖 ガ ブ

リエ ルは大 帝 に声 を か け る。 「大 王 よ汝 いか にせ るや?」 と。 天 使 の聖 な る

御 声 を 聞 い て シ ャル ルは,気 を 取 り戻 し勇 気 百 倍,一 挙 に ア ラ ピヤ の総 督 を

打 ち殺 す 。 これ を 契 機 に異 教 徒 勢 は崩 れ を うって 敗走 し,合 戦 は終 わ る。 こ

の重 要 な場 に,聖 ガ ブ リエ ルが再 度 登 場 した わ け で あ る。

神 より遣わ され て,聖 者 ガブ リエ ル来 りい う,

「シ ャルル よ,汝 の帝 国あげ て軍 を召集せ よ!

ひた押 しに押 して,ビ ー ルの地へ 赴け。

ア ンプの城 な る ヴ ィヴ ィア ン王 を救け よ。

そ の市 を,異 教徒 勢 攻め囲 め り。

キ リス ト教徒 ら,汝 の援軍求 めて叫ぶ な り」。(v・3993-3998)

『ロ ランの歌 』 の結 末 の場 面 で あ る。 サ ラ ゴス攻 略 の 使 命 に始 った 『歌 』
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は,そ の使命が成就 した今,ビ ールの国 のアンフ城 を攻 略すべ しとの次の使

命が聖 ガブ リエルに よって伝 え られつつ終 る。 シャルルマ ーニュ魔下の フラ

ソス軍士 の行動が 神意に基 くことを 最後 に繰 り返 しつつ,『 歌』を しめ くく

るのであ る。

さて,ラ ン ソソが 「キ リス ト教的驚異」の実例 と して指摘す るのは以上 の

4箇 所であ るが,こ れ らはいずれ も 『歌 』の中で神や天使が直接に介入 して

くる場面であ ることに注意 しなければ な らない。教会 の教 えに よれば,神 は

この世 に姿を現わ さぬ ものであるか ら,4度 にわた って神や天使が 出現す る

とい うことは実は驚異的 な ことといわなければ な らな い。 ところで,こ の4

箇所は 『歌』の中で極 めて厳選 された重要 な場面ばか りであ る ことに留意 し

よ う。第1は 主人公 ロランの死 の場面,第2は ロランの角笛 を聞いた フラソ

ス軍が,遁 走す る異教徒勢 に追撃をかけ る場面,第3は 敵将 バ リガソとシャ

ルル大帝の一騎 打 とそれ に続 く合戦終結 の場面,第4は 『歌』の終末の場面

であ る。 いずれ も 『歌』 の構成上,極 めて重要 な箇所が選 定 され ていて,ロ

ラソの死 の意義,異 教徒討伐 の根拠が天使 を通 じて神 よ り厳 かに語 り示 され

る。戦士 たちが神 の命に よって神のために戦 ってい る こと,危 機 に際 しては

神は戦士 たちを見捨 て給わぬ こと,萬 一討 ち死 にせば天国において諸聖人 の

間に列せ られ ること,こ の ような信仰 が 『歌 』の人物たちを悲壮 な英雄的行

為に駆 り立て るが,そ の証 しと しては 神や天使の 出現ほ ど 雄弁な ものはな

い。そ こに 『歌 』におけ る 「キ リス ト教 的驚異」 の役割が生ず るのであ る。

「キ リス ト教的驚異」 の役割 を理解す るためには,神 や天使が 絶対 的な信仰

の対 象 とな っている ことを認めてかか らねば な らない。そ こには近代的相対

観が介入す る余地 は全然 ない のであ る。中世 人の絶対的信仰 を直視 しなけれ

ばな らない。

この ようなrロ ランの歌』の精 神的基盤 は,実 は,神 や天 使の出現を また

ず とも,r歌 』 の随所 にす でに歌 い上げ られてい る。宗教的理想を語 るには,

必ず しも神 や天使 の直接的な介入を必要 と しな い。文化 史的 見地 か らは,む
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しろ 『歌』全体 の構成 の中に,か つ また登場人物 の ことばの中に,当 代 のキ

リス ト教的世界観 の顕現を認めて行 くことの方が重要であ る。 そ して,こ の

作業は また逆 に 「キ リス ト教的驚異」 の役割を確証す る ことになろ う。

まず,r歌 』は 冒頭か らしてすで に キ リス ト教的理想 を 文字通 り ドグマ的

に打 ち出 し,批 判 の余地はない。わざわいが マルシル王を襲 うことは 自明の

理 とされ てい る。 なぜ な ら彼は異教徒 だか らであ る:

ただ,サ ラゴスのみは山上に あ りて,

マル シル王 これを領す 。彼 ,神 を愛 せず。

マホ メに仕 え,ア ポ ラ ンに頼 る。

わ ざわ い彼 を襲わ ざ るを得ず。AOI・(v・7-9)

また,今 まで に 引 用 した 箇 所 の ほ か,『 歌 』 は聖 書 の思 い 出に 満 ち てい る。

十 二 臣 将(v・262そ の他)は 『カル ル大 王 の サ ガ』(Karlamagnus-Saga)ilこ

あ る よ うに,「 神 が,そ の 言葉 を 世 界 に 拡 め るた め 十 二 人 の使 徒 を選 び給 い

し如 く,異 教徒 勢 克 服 のた め に シ ャル ルが味 方 の 中か ら選 ん だ者 」 と考 え ら

れ て い る。

ガ ヌロンの裏 切 りに よ り,ロ ラン の率 い る後衛 軍 が サ ラセ ン軍 に襲 われ た

とき,フ ラ ンス全 土 に起 った 天 変地 異 は,ま さに キ リス トの 死 の情 景 と同 じ

で あ る:

さて,フ ランスに ては,す さ ま じき異変起 これ り。

雷 と風を伴 な う大 あ らし,

尋常 な らぬ雨,あ られ,

雷鳴 しげ く,幾 たび も落 ちた り。

かつ また,地 震 も,ま こ と,そ こに起 これ り。

難所 の聖 者 ミッシ ェル よ り,セ ンッまで,

ブザ ンソンよりウ ィッサ ソの港 に到 るまで,

壁,些 か も崩れ落 ち ざる人家 な し。

真昼 の さ中,あ た りは真暗に して,

天,裂 け開 くときのほかは,光 さ らに な し。

うち見 る者,驚 か ざるは な し。(v・1423-1433)
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ロラ ソの弔 い合 戦 に 臨 ん で,押 し寄 せ るサ ラセ ンの 大軍 を前 に,神 に祈 る

シ ャル ル大 帝 の祈 りは,『 ヨナ 書 』 と 『ダ ニエ ル書 』 の 回想 で あ る:

ま ことの父 よ,今 日この 日,わ れ を護 り給 え!

い ともま ことの ことなが ら,ヨ ナを救い給 い し汝,

腹 の中に,こ の聖 者呑み こみ し鯨 より。

また,ニ ネベの王 を恕 し給 い し汝,

また,ダ ニエ ルを,か のいわんかたな き苦 しみ よ り,

穴に 入れ られつ獅 子 と共 にあ りしを救 え る汝,

燃 え さか る焔 の中に て三人 の核児を護 り給い し汝,

今 日しも,汝 の愛,わ れに下 し賜へか し!

汝 の恩寵 に よ りて,も し御 意な らば,わ れに叶 え させ給 え,

われ,わ が甥 ロラ ンの仇 を討 ち得ん ことを!(v・310(〉-3109)

同 じ く 『ダ ニエ ル書 』 と 『福 音 書 』 の思 い 出は ロ ランの 臨終 の 祈 りに も見

え る:

聖 者 ラザ ロを死 よ り生 き返 らせ,

ダニエルを獅子 よ り護 り給 い し死 よ(v.2385-2386)

そ して作品 の随所にキ リス ト教 の慣習が現われ る:

諸 公 は,手 に 手 に撤 極 の 枝 を持 ちゆ くべ し。

そ れ は,和 平 と恭 順 を 意 味 す る もの(v・72-73)

い ざわ れ に手 套 と棒 を渡 した まえ(v・247)

王 は い え り,「 ガ ヌ ロ ン よ,近 うまい れ,A(L

この 棒 と手 套 を 受 け よ」(v・280-281)

右 手 の手 套,神 へ 向 って差 し出 せ ば(v・2373)

ーまた 「告 白 の祈 」(Confiteor)の 胸 を 叩 く習 慣 もす で に 現 わ れ て い る

胸叩 きて罪を謝 し,神 に慈悲 を乞 い給 え。

われ 諸公の霊 の救か りのた め罪障 消滅を宣 せん(v・1132-1133)

片 手 もて胸た た き,い う

「神 よ,わ れ,御 徳に縄 りて メア ・クルパを叫 ぶ」(v・2368-2369)
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胸を叩 いて罪 を謝 し,神 の赦 しを乞 う(v・2383)

キ リス ト教 の 「寛 容 」(indulgence)の 精 神 は,中 世 で は 王 侯 の美徳 と して

重 視 され て いた が,『 歌 』 に もす で に現 われ て い る:

シャルル答え て 「彼,末 だ救わ るるを得 ん」(v・156)

キ リス ト教 を受け なば,そ の上 はわれ直 ちに汝 を愛 さん(v・3598)

以 上 の補 足 的 引用 は,『 ロ ランの歌 』 がそ の全 篇 に 亘 っ て キ リス ト教 的 理

想 に つ らぬ かれ て い る こ とを 示 して い る。 そ して,フ ラン ス軍 将兵 の英 雄 的

行 為 が 強 固 な信 仰 の基 礎 の上 に 成 り立 って い る こ とを 理 解 させ る。 この よ う

な 精 神 的 素地 あ って こそ,「 キ リス ト教 的 驚 異 」 が 『歌 』 の 運 び の 中 に 自ず

と可 能 に な るので あ り,か つ また,戦 士 の強 固 な 意 志 を 形成 す る役 割 を果 す

ことが で きる ので あ る。 詩 人 は 「キ リス ト教 的 驚 異 」 を信 じて 扱 って い る の

で あ り,そ こに は 批 判 的 意 図 は お ろか,装 飾 的 意 図 も認 め難 い。 要 す るに,

当代 の キ リス ト教 信仰 の赤 裸 な表 明で あ り,こ の時 代 の精 神 構 造 を 如 実 に示

す もの とい え よ う。

3.「 異教的驚異」 の描写

上 の考 察 か ら 『ロラ ンの歌 』 が キ リス ト教的 理 想 に つ らぬ か れ た 作 品 であ

る こ とは,容 易 に結 論 づ け られ るが,そ れ ば か りで は な く,『 歌 』 自体 が キ

リス ト教 的 世 界 観 の 中で 歌 われ た 作 品 で あ る ことを 証拠 立 て る こ とが で き

る。 そ れ は 『ロラン の歌 』 に おけ る 「異 教 的 驚 異 」 で あ る。

本 論 の は じめ に述 べ た よ うに,「 異 教 的 驚 異」 とは本 来,古 代(ギ リシ ャ ・

ローマ)の 文 学 に おけ る神 々の登 場 を意 味 す るが ,イ ス ラ ム世 界 の 「驚 異 」

を も この語 に よっ て指 す ことが で き る。 と ころで,『 ロラン の歌 』 で は,「 異

教 的 ・イス ラ ム教 的 驚 異 」 は 「キ リス ト教 的 驚 異 」 の よ うに直 接 的 に は 介 入

して こな い。 『歌 』 の 作者 の記 述 の形 で,サ ラ セ ン人 が超 自然 的 人 物 と して

描か れ て い る のみ で あ る。 従 って厳 密 に は 「異教 的驚 異 」 で は な く 「サ ラセ
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ン人 の描 写 」 で あ るが,便 宜 上,そ れ を 「異 教 的 驚 異 」 の名 で 呼 ぶ ことにす

る。

『ロラソ の歌 』 に お け る 「異 教 的 驚 異 」 な い しは 「異 教 世 界 の 描 写」 は,

イス ラ ム教 的 世 界 観 に 基 くもので は な く,キ リス ト教 的 世 界 観 に 基 くもので

あ る。 従 って,そ れ は主 観的 「異 教 的 驚 異 」 で あ り,イ ス ラ ム教 の 事実 とは

関 係 な い。 この よ うな 例 を指 摘 し ょ う。

『ロラソ の歌 』 で は,本 来,一 神 教 で あ る イス ラ ム教 が 多神 教 と して扱 わ

れ,マ ホ メ,ア ポ ラ ソ,テ ル ヴ ァガ ソ な どの 神 々が 登場 す るが,こ れ は詩 作

上 の虚 構 で あ る。恐 ら くは キ リス ト教 との対 立 を浮 き彫 りに し,イ ス ラ ム教

の 品位 を お とす 作 意 か も知 れ な い。

マ ホ メに 仕 え,ア ポ ラ ンに頼 る(v・8)

マ ル シ ルー 書 を持 ち来 た さ しむ 。

マホ メ とテ ル ヴ ァ ガ ンの法,そ こに 書 き記 され た り。(v.610-611)

ロ ラ ン の 手 で 殺 さ れ る シ ェ ル ニ ュ ブ ル とそ の 故 郷 は,個 性 的 と い う よ りは

伝 説 的 タ イ プの 悪 魔 の 姿 で あ る 。 因 み に,そ の 名 前 の 語 原 を 探 れ ば,Cher-

nubleは 古 代 フ ラ ン ス 語 のChierenuble《 暗 い 顔 》 で あ り,そ うす る と

ChernubledeMuneigreは ぐ黒 い 山 の 暗 い 顔 》 で あ る:

また別に,ミ ュニーグルの シェル ニ ュブル来 れ り。

頭髪は波打 ち,地 面に達す 。

興 に乗れ ば,戯 れに大荷物 を持 ち上 ぐ。

四頭 の騨 馬に荷物 つけた るときの荷 よ り,な お重 し。

生 まれ故郷 な りと彼 のい うその領地 には,

太陽は照 らず,麦 また育 たず。

雨 も降 らず,露 も地に置か ず。

石 とい う石,真 黒な らざ るはな し。

悪魔 どもの住む所 よ と,あ る人 々は い う。(v・975-983)

また,大 司教 チ ュル パ ンの 手 で殺 され るア ビー ム もキ リス ト教 世 界 の伝 統

的悪 魔 の タ イプに属 す る。Abismeは 語 原 的 に は,古 代 フ ラン ス語 のabisme
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《地獄 》の固有名詞化であ る:

そ の前を騎行 す るは,サ ラセ ン人 アピー ムな り。

そ の隊中,彼 よ り好悪 な る者 な し。

悪徳になず み,多 くの非行 を重ねた り。

彼,聖 な るマ リアの子,神 を信ぜ ず。

色は熔 け た る松脂 よりもなお黒 し。

裏 切 りと殺害 を好む こと,

ガ リシャの黄金のすべ てに まさる。

彼 戯 るるを見た る者,笑 うを見た る者か ってな し。

勇気 あ り,か つ,い と も大 いな る蛮勇 あ り。

それがた め,彼,悪 王 マル シルのお気に 入 りな り。

その旗を持 てば,そ の部下,彼 に靡 き集 ま る。(v・1631-1641)

これ らの描写 は,基 本的にはキ リス ト教世界の伝統的悪魔 の タイプであ る

が,そ こに東方的要素が加味 され ている ことも否定で きない。あ る学者 の報
(6)

告 に よる と,シ ェル ニ ュブ ル とア ビー ムの 描写 は,9-11世 紀 の ア ラ ビ アの

グ ノーシ ス派 の 「土星 と土 星 か ら来 る霊 とそ の星 の下 に 生 れ た 人 間」 につ い

て書 か れ た 諸 論 文 の記述 に酷 似 して い る。 そ の1例 と して,ア ラビ ア語 で 書

か れ た ギ リシ ャの 魔 術 の提 要rピ カ トリクス』(Picatrix)に よる と,「 土 星

か ら来 る霊魂 は黒 い 馬 に乗 って くる。 キ リス トを否 認 す る と書 い た黒 い旗 を

掲 げ た 天 使 に導 かれ て 来 る。 彼 らは寒 さ と渇 きを もた らす 。 動 物 で も植 物 で

も黒 く醜 い ものは,す べ て彼 らの ものだ 。鉱 物 で は,黒 い鉛 や す べ て黒 く異

臭 を放 つ もの が それ で あ り,地 上 で は,黒 い 山,暗 い谷 間,荒 れ た道,恐 ろ

し くて物 凄 い 砂漠,人 間で は そ れ に 似 た よ うな者 ど もが そ うで あ る」 と記 さ

れ て い る。

『ロラン の歌 』 の悪 魔 像 が 東 方 の土 星 伝 説 を継 承 す る ものか ど うか は,今

に わ か に確 証 し難 い が,グ ノ ーシ ス説 の影 響 は考 え られ よ う。 グ ノーシ ス説

(6)KAHANE(H.andR.),Ma8icandGnosticisminthe・ ・Chamson4eRolan4",

RomancePhiloJogy,Feb.1959,pp.216-231.
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は,初 期 キ リス ト教 時 代 に流 行 を きわ め た半 宗 教 的 ・半 哲学 的思 想 体 系 で あ

り,芸 術 的魂 に 強 く訴 え る ものを もち,中 世 の学 問,芸 術,民 間伝 承 の 中に

存 続 した 。 そ して,グ ノーシ ス説 は カ ロ リンガ王 朝 時 代 に再 び優 勢 を示 す 。

東 方 の影 響 は,大 司 教 が 討 ち とった サ ラセ ン人 シ グ ロ レルの描 写 に も見 ら

れ る:

さ て,大 司教 は,サ ラセ ン軍 に 対 し,シ グ ロ レル を 討 ち と りた り。

これ は 魔 術 師 に して,か って 地 獄 を 訪 れ し者 。

魔 法 に よ りて,ジ ュ ピテー ル 彼 を そ こへ 導 け り。(v・1390-1392)

結局,『 ロランの歌 』に 描かれ ている サ ラセン人 の イ メージは,キ リス ト

教 的世 界観 におけ る地獄 と悪魔 のそれで ある。ユ ダヤ的悪魔(楽 園を追放 さ

れ た悪 い天使)に 東方的 ・異教 的悪魔がつけ加わ るが,そ れ は異教 に対 す る

聖 戦 とい う 『ロランの歌 』の 中心 的使 命の 反映 と 見 ることがで きる。 従 っ

て,私 が 「異教的驚異」 と臨時 的に呼 んだ 『歌 』の中のサ ラセソ的超 自然 の

描写 は,本 来は 「キ リス ト教的驚異」 の管轄に属す る問題 なのであ る。

4.結 論

『ロラン の歌 』 に おけ る 「キ リス ト教 的 驚 異 」 の問 題 に関 す る考 察 は,以

上 で 終 わ った。 記 述 の折 々に,重 要 と思 わ れる 問題 につ い て結 論 め い た こ と

は述 べ て来 た の で,こ こで は,よ り大 局 的 に,フ ラソ ス文 学 史 的 視 野か ら結

論 を ま とめ て お く。

rロ ラ ンの歌 』 に おけ る 「キ リス ト教 的驚 異 」 の役 割 は,す こ しの ち の時

代 の 「中世 騎 士 道 物 語 」(Romanscourtois)に おけ る女 性 の 役割 に匹 敵 す る

もの で あ ろ う。 『ラン ス ロ,ま た は 車上 の騎 士 』(LancelotouleChevalier・:～

laCharette)の 主 人公 を動 かす のが ジ ュ ニエ ー ブ ル王妃 で あ れ ば,ロ ラソ の

勇壮 な 行 為 の鼓 吹者 は,聖 ガ ブ リエ ルで あ り,聖 ミッシ ェルで あ る。 「騎 士

道物 語 」 が 宮 廷 恋 愛 や 騎 士 道 的 理 想 が 支 配 した 時 代 の 作 品で あ る に対 し,
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『ロラ ンの歌 』 は キ リス ト教 的理 想が 支 配 した 時代 の作 品 で あ る。『歌 』 に あ

って は,「 キ リス・ト教 的 驚 異」 は た ん な る 詩 作上 の 装飾 で は な く,こ れ が信

じて行 なわ れ ていた こ とを再 確 認す る必 要 が あ る。 ブ リュ ヌテ ィエ ール は,

本 稿 の 冒頭 の 『詩 学 』 の 一節 に 関連 して,「 実 を 言 えば,キ リス ト教 が今 の

時 代 で 詩情 を そ そ る よ うに な った の は,キ リス ト教 の 《真 理 》が虚 構 また は

寓 話 と して 扱 われ た 時 か らで あ る。 さ らに,ポ ワ ロー 自身 が そ れ を行 った よ

うに,《 神 の愛 》 を 韻文 で 取 り扱 うことはで きる。 しか し,聖 書 の霊 感 は,

そ の聖 性 を失 うこ とに よ って しか ラマ ル テ ィー ヌや ユ ゴーの 詩 の中 に入 る こ
くわ

とがで きなか った 」 と述 べ て い るが,こ の よ うな事情 は,あ くまで キ リス ト

教 批 判 が 進 ん だ の ち の 時 代 に つ い て 言 え る こ とで は な か ろ うか?中 世 の

『ロラン の歌 』 の時 代 に は,聖 書 の霊感 が そ の聖 性 を 保 持 した ま ま,叙 事 詩

の中 に入 る こ とが で きた ので あ る。[完]

(7)Boileau,po65づ θ5ete.vtraitsdesoeuvresenprosepr6c{≦d6sd'unenotice

biographiqueetlitt6raireetaccompagn6sdenotesparF.BRuNETIERE,

Paris,Hache七te,p.214.




